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 私は膵外分泌機能を直接表現する方法として・セクレチン刺激による膵液検査法(セクレチン
 試験)を実施し・とくに膵液トリプシン盾性の診断的意義を検討した。
 1検査対象および検査方法
 検査対象は当科入院倉よぴ外来患者160例で,ぞの内訳は対照12例,隣裏憲43例忠よび
 非膵疾患1G5鋼である。これらの症例についてセクレチン試験を・行左い,セクレチン刺激後
 40分,10ゲド,・20分,20ヂト,2[〕分画IP嬉で8〔〕分間に分差必した膵砺〔をr採郎～し,各分画÷てつ
 いて分泌昂1,重炭酸イオン幾度冷よびトリプシン活性を測定した。膵頓トリプシン活性・は
 Ca3ein-FoUn法の変法を用い,垂髪酸イオン濃度はVan-Slykol商量1虫によって則定
 した。
 2検査成績および考按
 対照祥12鋼について・セクレチン無紋後の碁斡侵量参よび膵液成身の時間的変動を観察すると・
 膵液分泌量お・よび耳0縣最愛垂足朝敵渡2D分以内で最高に達し,以後徐々に諏少して80分後
 には剰敵前πもどる。一方,膵縦トリプシン礎1箆はこれらと逆比汐頻勺に刺激後10分・で1時1討に
 上昇するが,その後減少し50分で最低と査り,以後一と弄して刺激前値に近ずぐ。しかし,膵液
 トリプシン分泌量(濃度×膵液慧)1σ勲…激後20分で最高と左り,その後減少する傾向を示した.
 このことは,馬O,冠eo3と膵酵素ぼ膵の異なった細泡から分泌されることを示唆するもので
 ある。
 セクレチン試験で膵外分泌機能を判定す.ろ場合,刺激後の暗闇的変動よりも訳の項目を考慮し
 た。す左わち・セクレチン刺激後80分間に採取した膵液について,1)体重毎惚の膵液総分泌
 量,2)分画採取した膵液中の最高HCO3腰優,3)体重毎醇トリプシン総分泌重の3因
 子を喰討し,それぞれ1.8㏄!K郵80mEq/L,754μ/lb望以下を異'、営と判定した。
 急性膵炎2例中1例は発症初期には膵液トリプシン分泌量産どの微少を認めたが,回復期には
 膵外分泌機能は優慧正常に回復していた。急性膵炎の場合,本法(Z⊃実際的左診断的価値は少老い
 が,回復期の治癒判定に有意義と考える。慢性膵炎22例では,膵液トリプシン分泌萱は,平均
 1直で57%の減少を認め,また22一例中21例(95%)の異常墨を示し,上述の3因子中もつ
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 とも障害が著明である。膵癌19例にお'いても膵炎と一同棟,3因子の左かで膵液トリプシン分泌
 童の微少がもっとも著しぐ,また,他の2因子との間に解離が認められた。膵糖の発生部位別に
 みると・膵頭部嚇では膵液童・膵体部瑠では膵液トリプシン分泌重の減少がもっとも著しい。
 Dreilingは鰻性膵炎では最高Hco3濃度の底下・膵癌では膵液量の減少が特異的である
 と述べているが,私の成績では外分泌機能障害の型において両者の差異は左ぐ,したがって姻
 炮診を除[ハては膵外分泌障害から鑑別することは困難である。これらの膵疾.憲にお}いて,トリプ
 シンとアミラーゼまたはウパーゼとの分泌機能を対比したが・一腹に三者並行して分泌される傾
 向を認めた。
 4離物夷患では,肝・胆:直疾患41・例・胃腸疾患54例,非消化器疾患10例について本法を実
 施したが,肝,胆.迫お・よび胃疾.際ではほほ50%に膵外分泌縫能の徽退を示した。しかし,そrの
 障害慶は一般に軽度であり,したがって軽度の腹件性1齢ぎ書が推測ざれた。
 膵液トリプシン分泌の齪少が・消化管消イヒ吸収煙能に一与える影響を明らか1ぐするたヒ),1膵液トリ
 プシン分泌茸と蛋臼質バランススタディとを対比したが,その結果蛋1ヨ質の消化・蜘尺1{i鞍畝r,膵
 液トリプシン分泌前の高段の減少の義場合に障害される傾向を示した。このことは膵外因子による
 消化.致収機能障害御集外す・れ.ぱ,バランススタディの異常π高度・∋膵病変を意味するものである。
 最後に17例について膵液トリプシン分泌昔と,1霜竣手術又に膵生検で得られた膵の組織学的
 所見とを比較したところ,中等健又は高度の膵の組織学的変1ヒのコ場合,膵液トリブシノ分老齢♪ラ圭の
 減少を来たすが,軽度の変化で匠トリプシン分泌は正常に保持ざれていることが多いことを認め
 た。
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 審査結果の要旨
 著者は膵外分泌機能を直接表現する方法として,セクレチン刺激による膵液検査法(セクレチ
 ン試験)を実施し,とくに膵液トリプシン活性の診断的意義を検討するため,対照12例,膵疾
 患43例かよび非膵疾患て05例について分泌量,重炭酸イオン濃度かよびトリプシン活性を測
 定し,次のよう攻結果を得ている。
 急性膣炎2例中て例は発症初期には膵液トリプシン分泌量療どの減少を認めたが,回初期には
 膵汐1。分泌機能は椴ぼ正常に回復していた。慢性膵炎22例では,膵液トリプシン分泌量は,平均
 値で57%の減少を認め,また22例中21例(95%)の異常痙を示した。膵癌19例lq♂い
 ても膵炎と同様,膵液トリプシン分泌量の減少がもっとも著しい。
 非膵疾患でぱ,肝,胆道疾患昭例,胃腸疾患54例非消化器疾患10例について本法を実
 施したが,肝,胆道および腎疾患では擾ぼ30蛎に膵外分泌機能の減退を,示した。しかし,その
 障害度は一般に軽度であり,したがって軽度の随伴性膵障害が罫窒測された。
 また膵綾トリプシン分泌の減少が,消化管吸収機能に与えろ影響を明らかにするため,膵液ト
 リプシン分泌量と蛋白質バランススタディとを対比したが,蛋白質の消化吸収機能ほ,膵液トリ
 プシン分泌量の高度の減少の場合に障害さオ1.る傾向を示した。
 なむ17例について膵液トリプシン分泌量と,開腹手術又は膵生検て得られた膵の組織学的所
 見とを,比較したところ,中等度又は高度の膵の組織学的変・化(う場合,膵液トリプシン分泌量の減
 少を来たすが,軽度の変化ではトリプシン分泌は正常に保持されていることを認めた。
 したがって,本論文は学位を授与するに値するものと認める。
 一180一
